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千葉市条例第 号 千葉市高齢者補聴器購入費助成条例  

 

（目的） 

第１条  

この条例は、聴力の低下により日常生活を営むのに支障がある高齢者（６５歳以上の者をいう。以下同

じ。）に対し、補聴器（電池その他の附属品を除く。以下同じ。）の購入に要した費用（以下「補聴器購入

費」という。）の全部又は一部を予算の範囲内で助成することにより、補聴器の利用を通じて当該高齢者

の外出及び地域交流を支援し、閉じこもりを防止し、もって高齢者の福祉の増進に資することを目的と

する。  

 

（対象者）  

第２条  

補聴器購入費の助成を受けることができる者は、次の各号のいずれにも該当する高齢者とする。  

（１）本市に居住し、かつ、本市の住民基本台帳に記録されていること。  

（２）医師により難聴のため補聴器の装用が必要であると診断されていること。  

（３）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に規定する身体障害者手帳（身体

障害者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）別表第５号に定める聴覚障害に係るものに限る。）

の交付を受けていないこと。  

（４）その者の属する世帯の全ての世帯員の第４条第１項の申請をする日の属する年度 

分（４月から６月までの間に当該申請をする場合にあっては、前年度分）の地方税法（昭和２５年法律第

２２６号）の規定による市町村民税（同法の規定による特別区民税を含む。以下同じ。）が非課税である

こと。  

 

（助成の額等）  



第３条  

補聴器購入費の助成は１回に限り、当該助成の額は当該助成に係る補聴器の購入に実際に要した額とす

る。ただし、３万円を限度とする。  

 

（助成の申請）  

第４条  

補聴器購入費の助成を受けようとする者は、次に掲げる書類を添付して、規則で定めるところにより、市

長に申請をしなければならない。  

（１）難聴のため補聴器の装用が必要であることを証明する医師の診断書  

（２）補聴器購入費の支払をしたことを証する書類  

（３）その者の属する世帯の全ての世帯員の当該年度分の市町村民税が非課税であることを証する書類

又は市長が必要と認める書類  

２ 前項の申請は、当該申請に係る補聴器を購入した日の翌日から起算して１年以内に行わなければなら

ない。  

 

（助成の決定等） 

第５条  

市長は、前条第１項の申請があったときは、規則で定めるところにより、補聴器購入費の助成の可否を決

定し、その旨を当該申請をした者に通知するものとする。  

２ 市長は、前項の規定により補聴器購入費の助成をする旨の決定をしたときは、規則で定めるところに

より、当該決定を受けた者に当該決定に係る補聴器購入費を支給するものとする。  

 

（助成の決定の取消し等） 

第６条  

市長は、偽りその他不正の手段により補聴器購入費の助成の決定を受けた者があるときは、当該決定を

取り消し、又は既に助成した額の全部若しくは一部を返還させることができる。  

 

（委任）  

第７条  

この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

 

附 則 

この条例は、令和４年４月１日から施行する。  

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜  

議 案 説 明   

聴力の低下により日常生活を営むのに支障がある高齢者に対し、補聴器購入費を助成することにより、

外出及び地域交流を支援し、閉じこもりを防止するため、条例を制定しようとするものであります。  


